
さ
ら
な
る
軍
事
拡
張
に
、
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
９
年
よ
り
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
策
を
訴
え
て

き
た
、
幸
福
実
現
党
の
釈
量
子
党

首
は
、
日
本
が
取
る
べ
き
防
衛
策

に
つ
い
て
、
こ
う
語
り
ま
す
。

　

「
金
正
恩
氏
の
核
暴
走
か
、
北

朝
鮮
崩
壊
で
混
乱
か
。
北
朝
鮮

危
機
は
、
最
終
局
面
で
す
。
日
本

人
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な

意
識
転
換
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
防
の
見
直
し
と
し
て
、『
非
核

三
原
則
』
の
撤
廃
を
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
す
。
現
在
進
ん
で
い

る
政
府
の
予
算
編
成
で
も
防
衛

費
の
割
合
を
高
め
、
原
子
力
潜
水

艦
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
妨
害
す

る
新
技
術
の
開
発
も
始
め
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
国
境
の
島
で
あ
る
長
崎

県
対
馬
市
を
視
察
し
ま
し
た
が
、

大
量
難
民
へ
の
不
安
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ち
早
く

対
応
方
針
を
出
す
よ
う
、
政
府
に

も
訴
え
て
参
り
ま
す
」

　

同
時
に
、
有
事
の
際
の
避
難
体

制
も
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
同
党
は
、
内
閣
府

や
全
国
約
３
０
０
の
地
方
公
共

団
体
の
首
長
・
議
会
に
、
国
民
保

護
に
万
全
の
措
置
を
取
る
よ
う

求
め
る
陳
情
や
要
望
書
を
提
出

す
る
な
ど
の
働
き
か
け
を
強
め

て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
日
本
は
「
普
通
の
国
」

と
な
り
、
自
分
の
国
は
自
分
で
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
来
年
に

な
れ
ば
、
核
ミ
サ
イ
ル
を
捨
て
さ

せ
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平

和
、
国
際
秩
序
を
守
る
た
め
に
も
、

経
済
的
、
軍
事
的
な
圧
力
を
強
め
、

金
正
恩
氏
に
ミ
サ
イ
ル
開
発
を

や
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
シ
リ
ア
に
撃
ち
込
ん
だ

「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
の
よ
う
な
小
規

模
攻
撃
で
は
、
韓
国
や
日
本
が
報

復
さ
れ
、
犠
牲
者
が
出
る
可
能
性

が
高
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
反
撃

の
時
間
を
与
え
な
い
、「
短
期
」

で
「
大
規
模
」
な
攻
撃
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
北
朝
鮮
の
主
要
な
軍

事
施
設
な
ど
に
、
通
常
兵
器
で
最

大
の
破
壊
力
を
持
つ
と
言
わ
れ

る
「
大
規
模
爆
風
爆
弾
（
Ｍ
О
Ａ

Ｂ
）
」
を
一
斉
に
落
と
す
、
と
い

う
手
段
も
ち
ら
つ
か
せ
る
べ
き

で
す
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
示
す

こ
と
で
、
逆
に
、
平
和
裏
に
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
を
止
め
さ
せ
る
、

「
無
血
開
城
」
が
実
現
し
や
す
く

な
る
は
ず
で
す
。

　

日
米
は
、
北
朝
鮮
を
止
め
る

「
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」
を
逃
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
日
本
も
、
ア
メ
リ
カ
が

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を

止
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
し

て
、
北
朝
鮮
の
奥
に
あ
る
中
国
の

Ｍ
の
実
戦
配
備
が
、
目
前
に
迫
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
期
に
つ
い

て
、
今
ま
で
は
「
２
０
２
０
年
ま

で
に
」
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
分
析

で
は
「
早
く
て
来
年
」
と
大
幅
に

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
本
土
に
届
く
核
ミ

サ
イ
ル
が
実
戦
配
備
さ
れ
た
瞬

間
、
日
本
は
一
気
に
窮
地
に
立
た

さ
れ
ま
す
。
有
事
の
際
、
ア
メ
リ

カ
が
日
本
を
守
ろ
う
と
し
て
も
、

自
国
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と

に
な
り
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま

　

北
朝
鮮
は
29
日
未
明
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
１
発
発
射
。
ミ
サ
イ

ル
は
、
４
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
高
高
度
の
軌
道
を
描

き
、
青
森
県
沖
合
約
２
５
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
落
下
し
ま
し
た
。

　

小
野
寺
五
典
防
衛
相
は
記
者

団
に
、「
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間
弾
道

ミ
サ
イ
ル
）
と
判
断
す
る
べ
き
能

力
だ
」
と
の
分
析
を
示
し
ま
し
た
。

　

核
弾
頭
が
積
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｂ

来
年
、米
国
は
動
け
な
い

自
分
の
国
は
自
分
で
守
る

「
反
撃
さ
せ
な
い
」攻
撃
を

北朝鮮は来年中に核弾頭を搭載したICBMを実戦配備できる模様。アメリカに届くようになれば、
アメリカは日本を守りきれなくなる（写真は、7月4日の打ち上げ時のビデオ画像）。提供：KRT/AP/アフロ

北朝鮮が29日未明に、大陸間弾道ミサイル（ICBM）を発射。来年中にはアメリカ本土に届く核弾頭を搭載したICBMを実戦配備できると
見られています。日本はいま、何をするべきなのでしょうか。

日々のニュースへの新たな見方を提供する記事を配信中。

検索

金正恩を止める
最後のチャンス迫る

北朝鮮が
ミサイル
発射
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Information

演題「愛を広げる力」

幸福の科学へのお問い合わせはこちら
［TEL］ 03-5793-1727
（火～金）10時～20時
（土・日・祝※）10時～18時 ※月曜を除く
公式ホームページはこちら
https://happy-science.jp/

幸福の科学グループ創始者 兼 総裁　大川隆法 大講演会

エル・カンターレ祭 in 幕張メッセ
日時  12月7日（木） 18 :45 開始 会場 幕張メッセ 国際展示場 １・２・３ホール
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